
雑餌料の利用に関する研究  

大橋昭也  加藤己之菅  渡辺   

A 養分量に開ナる試験   

8）供試豚   

当場生産のランドレース去勢堆おエぴ1W・H   

雌を供試した。  

e）方法の政略   

各個体毎にケージに収容し、謁尿を分離採取で  

きるよう、夫々受皿を設け、毎朝1回これを採取  

秤量した。   

消化率の測定は、食糞採取法によって爽施した  

が、その期間ぉよび供試飼料等は、つぎK示すと   

お少である0  

1．目的   

肉豚生産費の節減をはかるため、都市近郊牽豚  

では食品製造粕類を利用しているが、これらの贅  

源の栄養価債が判然としないため、有効に利用さ  

れていないので、その飼料価値な究明する0  

2．試験構成   

A 奉分量K関する試験  

一般組威かよび消化率  

B 肥育試験   

発育、肉質おエび飼料の経済性  

5．対象飼料  

ラーメン屑おエぴパン層  

消化率試験の実施時籾等  

実  施  期  間  実施時  飼料給与  
区 分  

予備試験   本試験   平均体重  日量  

基 礁 飼 料   7／22～7／2d   7／27－7／50   55．4′－5鼠占   2．0   

ラ ー メ ソ 層   7／51～8／ 5   8／ 4～8／ 7   5．♀る～d5．5   2．0   

供試飼料  

区 分  特殊麺  ラーメン滑  コロイカル  塩  基 破 飼 料  98％    1．5％  0．5％  ラ ー メ ソ 層  78  2口  1．5  D．5   
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β）試験結果  

1） 供試飼料の組成％  

区  分  水分  粗蛋白質   粗脂肪   可溶無窒素物  組織維 二  租灰分   有機物  

鮭  15．52  15．24   5＿55   5915   占．12   2．44   8d．04   

麺十ラーメン屑  15．57   1∠l．2〔l   ●  」   574占   ム04   2．19   84．44   

ラ・－ メ ソ」同   15．52   9Dd   1d．55   5甘41   0．20：  ■ 2二る－d   82．D2   

バ   ン   層  2ヱ25   1ロ．49   l．80   5745 l   1．52   l・75   71．04   

2） 消化率％  

区  分   粗脂肪   可群無窒素物   租粗維   粗灰分   有機物   
麺   42．47   191d   8d，52   

■5■4．27   71555 8（i．8d   麺十ラーメン屑   

ラ ー メ ン 屑   租蛋白質              8714  7955  8998           8780  85．49  9D、29              88．71  8748  91＿25  5750  ． 6，95   8702   

S） 飼料価値（可消化器分）  

可溶無  
区  分   粗茶白質  i 

棚肪  窒素物   

麺   15．28   2．8【I   醐維   有機物  着分盈 DCP】T？．云  
麺十ラーメ／屑  12．47   12．97   51．88   う．22   7 3.3111 12．52   80．dO   

ラ－ メ ソ屑   8．04   14．50  l51．4d H   0．12  i71・57   8．04   92．1d  

雌d頭を供試し、これを平均体重がほぼ等しく  

をるエう雄1雌5計4．頭づゝに区分・したo  

P）試験期間   

各個体2動から9胸到遷せでの45年  

11月27日から4る年4月8日せで。  

（劫 管理   

供試豚は、5L24㌦の豚舎に1頭づゝ収容し、  

すなわち、ラーメン層の栄漆価は、DOP8、  

TDNでは92と、高カロリー低蛋白質飼料であ、  

カ、嚢豚飼料として、これを有効利用するには、  

蛋白質飼料を補強．して使用する必畢があるo  

B肥育試験  
Ⅰ 試験方法   
自）供 試 豚   

当場生産のLW．H裡の子豚から、．妓2頭、′  
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一般管理は産肉能力検定方法托準じて行った。  

糾 給与飼料と給与日豊   

対席区には検定飼料1号おエぴ2号を試  

試験区間科と配合率  

腕区忙は20研ゝら90晦tで下記に示す雑飼  

料を配合した試験飼料を給与した○  

区 分  ラーメニ僧  大麦  とうもろこ  殊覿  魚柏  宛穿自  カルンウム   塩  DCP  T】）N   

配合率   5ロ   20   20   5   5   1．5   0．5  11j8  7る98  

給与日量につhては、紬区、対照区とも、除  

塵肉能力検定基準の大型種の給与真に従って給   

与した0絵与飼料については、試験区は、2〔j  

Xタから9DEクまで試験飼料を、対瓶区は20Kダ   

から50晦ぜで検定Ⅰ号を、50K9から90晦   

まで検定¶号の飼料をそれぞれ1日5回給与し  

た0   

2．試験の結果  

q）採食状況と健康状感   

対照区の期間中における採食状況は概ね良好  

であったが、試験区は70から80晦になって  

表－1 発育成績  

食慾の減退が認められた。また、試験区5号豚  

は予備就中軋脱肛を起したためにその後の肥育   

が遅れる結果となった。  

2）発育  

発育成触20Kダから9酌ま七の所要日数  

で、対照区107日忙対して、試験区は1D O   

日とやゝ優れ、従って1日平均増体重でも対照  

区d55＋5”に対し、試験区d92＋51  

タと、優れていた。   

その成績は表－1に示すとお少である。  

所 要 日 数   1日平均増体重  
区分  

前 期   後 期   全期間   前 期   後 期   全期間   

対照区  ．方ト5．59知．0ホ．田鮎．乃句．訂  崇旧．ぬJワ  75d．Od㌔1．舛  萬5．2ホ7．55  
試験区  ．方18．％郎．蕗15．7900．αホ．47  鮎1．751功．舶  鋸9．0ヤ2．釦  dれ75七1．12  

試験期間中における飼料消費量は、表－2に  

示ナとおわで、試廟区は対照区に比べて、約  

54取消費豊が少なく、贋求率にかいては0．5  

低く、有意善が認められた。   

なぉ、試娘区は対照区と比べて、バラツキが犬  

であったが、この原因は、予備試験時の5号豚   

の脱肛［ヤ、試験終了時の食慾不振が原因したも   

のと考えられる0  

β）飼料消費丑  
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表－2 飼料消費量  

飼  料  消  費丑  飼  料  要求率  

前 期   後 期   全期間   前 期   後 期   全期間   

対照区  汚．d75七．侶  14d．佗ホ7．罰  別2．邸ホ4．08・5．1如b．ォ   5．融．25  5．5由七．157   

試験区  臥10蒔．％  1オ．50011．10  2略．亜計8J7  2．聞5句．15  5．11抽ぷ  5．肥九．Ⅳ5   

表－5 飼料要求率の有意差検定  

区  分  ！個体数  自由度  飼料屡求率  平方和  t 検 定  対照区  4  5  5．585 ■  0．07う5  u＝ 0．122d  就験区  4  5  5．025  0．Dld7  t＝d．45＞2．447（P＝5％）      和＝d  差＝0．5dO  和宣0．0902  
これを孝介所棄畳でみた場合、表－4に示す  DOP、ともに消費塁が少なかった。  

よう忙、多少試験匡の飼料効率が良く、でDN、  

表－4 養分所要羞  

区   
飼料別所零量  養 分畳  1鵬少  

分  2   計   DCP   TI）N   でDN量  

対照区  定l号95．7Kク  検定1号14d＿   242・d鞄  50．54  1（5る■4勾  2．458   

試験 区  試験飼料   2 08．4   208、4   2454  1‘8．45   2．185   

¢）屠体調査成績  して、調査を行った結果は襲－5から表－7に示   

試験終了後常法に従って、肥育豚をと殺解体 すとお少てあった。   

表－5脂肪の厚さ  

背 部 脂 肪  
区分  

カタ   セ   コづ／   平均   前   中   後   平均   

対照区   5．Od聯  1．卵   ・ダ椚   2．2dⅥ  1．5α汀  1．58巾  2．8（¶  1．8d叩   

試験区   4・1   
2．4   う．5   5．5   1．4   1．9   さ．0   2．1   
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表－る 屠体測定値  

■■  
と  腰   長  

区   分   絶食玲と 体重 
と肉  

∃体愚  歩留  体長   ・2   5   

対照区   84・殉  55．8荘官  d5．7％  92．1珊   7d．8d乃  ・占．不・■7仰  5ロ．7α狩   

i              試験区    臼 84．9id2．9   74．1   92．1   F78・5   る父．二2   55．2   

表m7 肉質評価  

1頭当カ   

区分  
得  点   率               毎両壁」厭      肩  暁艶  嘲欝†壌：評価嶺  丁仙〟「■1  

取引観   

19440円  

19.570 対 照   1L旦旦18284・82      80  82■ 78   520円     n         2？‘80   80 84   80  8」78    ロ0 540   18．720   5？  －・】－，．－－山十 78i82   82  78  8≧ 78   
い50  19940  区  4る  80．  78  182  80  80ト78   80  

平均                    ≧88   u 181【85   80  】 l79  ” 79i79   55750   
19.417.50 

1♀   72 ほ用  84   74  
‖ 7dI74   u i7芦  5（〕0   

20．090  

1   

試  74  80  82   7d  80  78  74   510  19950  

2 1. 33555 

験 区  

82   

82   

7d   ∃78  78   

7d  78  7占   

7d   

7る   

550  

500   18．890   

平均   】74   79   7d   78～77  75   510．00   2D・＝2・58  

め把対照区、試験区に用いた飼料の単価を掲げ  

ると襲－8のとおカである0   

この価格によって、両区の1頭当夕飼料俊を  

算出すると、表－9に示すとお少試験区は対照  

区に比して、21DO円少なく、指数比すると  

180；75．4と孜カ、約25％の節約となつ   

た○  

以上、試験区のと体は、対照区に比して、ロ  

ースの面積、ハムの割合、肉質の評価等につい  

て、劣って封わ、横内の取引価格も平均27円   

余低く評価されたの  

6）飼料の経済性   

本試験に用いた雑飼料の樺済性を検討するた  

－5d－   



表－8 供試飼料の単価（晦当身）  

ラーメン  大 麦  トクモ   魚 粉  大豆粕   
麺  カルシこL一－ム   

タメ  全胞粉  ロ コシ  境  雑飼料の  ‘痍 定 飼 料              配合飼料  1一号  2首‘▲  25円  52円  54円  2（i  ‖  7D円  55円  u  54円  18円  5t58円  5‘二8■ロ円  55．OD円   
衆－9 飼料費   

以上のように、1相当か増体飼料費が、対照   

区に比べて優れてお少、肉質低下による取引価  

格の低下を招いても、経営収支上は、試験飼料  

の有利性が認められた。  

覆お、肉質低下の原因は、肥育前期の蛋白質   

含境の不足と、カロリー価が、検定飼料に比べ   

て高いために、発育が良かったゝめに、肉質一上   

の欠陥を生じたものと考えられるので、本飼料   

の有効禾用をはかるには、蛋白含蚤とエネルギ   

ー水準のバランスを適正匠保つことが必要であ  

る0   

5．要約   

都市蓉豚に流通している雑飼料の飼料的価値を   

期するために、ラーメン層につぃて、その養分  

量を究明するとともに肥育試験を行をったので、  

その羞果を葵約すれば、つき一のとぉ少である0  

〔）ラーメン屑のD（〕Pはヽ8■・Tt〉Nは、   

92であった。   

¢）ラーメ／屑50％を配合し、POPll・る   

TI）N7d．9年飼料を調整した飼料の給与課験   

の結果、や」肉質上の欠陥が認められたが、発  

育適度や飼料倭求率が優れてお少、飼料葦求率   

については、対照区との間忙有意性が認められ  

た0   

色）ラーーメソ屑利静把よって、1頭当少飼料費  

牡、軌捌去1DO：対照区75とを少、多少枝   

肉評価が低下しても、収支上布剰であった。   

伍）本飼料を有効に利用するには、君臣！含量と  

エネルギー水鞄を適正に保つことが必要である0  
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雑飼料試験豚   

試 験 区  点種  ムW．H  父 ダイナ ミック ゴ」・ルドトン 5   

衰験豚の生年月日 和和45年9月2d日 血統母 44－4マクツンクロメリア2－2  

試験豚の同腹子豚教 生産頭数…喜頸 離乳鍬；…演  
武 験 期 間 隠和A5年11月27日 ～ 昭和4d年 5月う0日  

試験原番号（健） 1る  2？   5 9   4 ？   平  均   

試鹸開始年月日    昭45．11．27  l昭45．12．1d  昭45．12．18  昭45．12．15  

4d．5．5   4d．5．20   4d．5．29   4d．5．50  

屠 殺 年 月 日    t l   

屠体審査年月 日  

或験開始時日令  84日   79日   77p  

115  151   臣 145   
ー→－－・・、・  

151  

1る1   dI185  152              18d  177  前   5砧タ  5d2ダ  

後   期喜   577タ    d12 ダ  T 741  849  

750   ●！一   る54   d92   

82フ勒   92．1Ⅹタ   879柏   8ス1Kダ  

飼 料  前 期  
～．95   2．91  

1〔15．2  12Rl   121．5  

5．04   ま01   5．25   5．11  

19ス5   2170   208A  

5．04   5．10   5．D2   消費量 風乾物    期  消費量  j  85．杓            1幾等隻  2．8占  2．7d   
」 719  

屠殺新体重（絶食）  875Ⅹグ   8d．口鞄   85．5Kク   825R9   84．9Kグ   

冷  屠 体 重  占5．0   d2．7   d2．9   dl．ロ   62．9  

屠 肉 歩 留  745％   75．0％   75．5％   75．沖も   74．1％   

1屠  体  長  90．5仰   90．0（m   94．5仰   95．5亡椚   92．1αだ   

恥  骨  長  d．4   ス2   70   る．9   ふ9   

背 腰 長（Ⅰ）  772   7ふ5   81．0   7♀2   785   

〝 （Ⅱ）  d占．5   ‘ス5   725   70．5   dR2   

〝  （Ⅲ）  522   522   555   52．8   55．2   
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屠  体  囁  54．0   55．8   5（～．D   525   54，1   

椎 骨  胸   椎   1d■   1d   1d   22一一 4   1d  

数   腰  椎   ，d■、   d   d   d  

肩   4．0のIl   4，2血  5．4の汀  一 ●   4．1cm  

脂肪層  背   ’2，8∴   22  2・1  2．4  

脛   
▲．   5．d   5．1   2．8   ．5．5   5．5  

厚 さ  均＝   5．5：   5．2   2．8  55   5．5  

1・2l28ネ4  ・：1・9l2・Dl2▲車   1・d】1・4！5・1   1・Ol2・1j5・2  

15．5   腹          5・dl25l5・5  1・4巨915・0   ランジ ノレ  5dl2．555  叫2212・9  2」9l2．12．9   5・2！2・2l5・1  ロ ー．ス  ロー劇窃訂疏  172d  18．1c諺  1占．2‘戎 4．5×4．5伽  15．7d  】 11d■8ぷ   長径×短径  5．5×4．2亡研  4．8×4．4c¶   4．5×4．1（”  4．8）也丘間   周 囲 長  15．5  1d．1  15．0  1d．プ    ：柏餅  51．‘％  

58・4   40．5  590   575  
L  

58．8  

朝倉  ム   292  2只0  50．5   2貸9   29占   

枝  肉   72   74   7d   74   74  

屠  肩   74   7d   7d   7d  7d  

体  背  腰   74   78   78   7d   77   

得  脇  腹   76   80   78   78  78  

点  腿   72   74   7d   7d   75  

率・二  80  8D   78   78  79  

脂肪の品質  84  82   82   82   85   

試 験 豚 産 肉 成 績  

1日平均  脂肪層の厚さ  
飼料零求率  背腰長   ロ「ス面横  ハム割合  平均■ （背）   得  点   

成績の平均   d92タ   5．ロ2 ，  ．d景2（朔   1d．8d   29d％   

栂 ，点   15   10   

‾手？「   



雑飼料試験應   

対 照区 二．品種   

試験豚の生年月日  

試験豚の同腹子豚数  

式  験 期 間  

父 タイナミック コ」ルドトン 5  Ⅰ．W．H  

昭和45年9月2d日  血統母 44－4 マノシンクロメリア2－2  

生産頭数…喜頭離乳頭効き≡頭  

昭和45年12月1日 ～ 昭和4‘年 4月 8日  

試演豚番号（性）   2 ？  5 ？   

日   
屠 殺 年 月 日 至  

屠体審査年月 日喜  
L  

4 ？  1 る  平  均  試顔開始年月 日   庖5・12・8く  昭45．12．1毎45．1？．1d   昭45・一也          4d．5．27  7  9（） 時年月 日   こ 4d．5．22と  4（～．5．28  4d．4．8  
試慨開始時日令！  

前期試験櫓了時日令  12d   142   日  7る 日  75二日          152  152  

‘7日l  82                       臼  

試験膵了時日令   182  

185      178  1 180     185   550 タ   
‾ 

【後－」乳＿  694 l784  75‘  

旦旦畢 635 空‰   
98，OKク  

1師句㍍ 期    508タ  5DD タ   ●く         司消替量       十－ 17d7         」一里Z・…－－ト慧一計二≡…Kダ       95．7Kダ  飼 料彗要求率 2・92 5・2d     」 5・45≡ 5・15   15．19  後 消蛍量期 全 風乾勾冨  消費量；151・5   ．15d、占  121．5 ∃ 1585   ．14d．9   尊求率  5・747   4・18 ぎ   5・d8   5．9d  5．89   消費量  258．8  254＿る  ト完壱 25；；1   242．d 5．58     59 二   5．77  
84，9Eg   8ス5晦f  825晦  85．5Ⅹタ   8る．0晦  

玲 屠 体 重  55．9   55、る   55．1   585   55．8   

屠  肉  歩 留  d5．9％ d5．0％  dd．0％   d8．0％   占5．7％   

屠  体  長  8鼠5の汀   94．5 m   9（】．0（Ⅶ   94‘2て？   921‘澗   

恥 骨   長  75   71   71   d9   ∴71   

背 腰＝長（1）  74．5   7d．8   75．5   80．；5   7ふ8   

〝 （E）  占5．0   d♀4   d5．0   71．2   占77   

－4ロー   



屠  体  隔  55．0   55．5  55．0  525   558   

椎 骨胸   椎  15   1d   1る  22－2   

数  ．贋  椎   d   d   畠   ＝■占   21～2  

肩   5．1戯   2．7dⅥ   5．5の   ■2．9α－   5・0‘¶  

背   1，2   1．2  1．・4   1．5   1．5  

25   2．5  25  
贋  ∴             1．8  2．4  
腹  

ラジアル   1・4ll・4t2フ 1・中小・d  1・51・7l2・d  1・5il・1】5・1  1・Oil・－2・7  1・頼5‡2£     1・71■4【1・5  2項5l2・1  2・4ll・才2・5  1・9ll・5い・9  

ロー初頭辞   18．0亡粛   1る．5c戚   

長径短径  4．4×‘l．5（Ⅶ   4．9×4．dm  

周囲長   15．0  
185詞  178最  
1占．5   

カ  メ   51．7％   

ロースノくヲ   54．9  18ふ諺            4．9×4．7α花 15．2  5．2×4＿1（方々       4．9X4．4（耶     15．9     15、る         52」2％  51．7％    －55．1％  52．2％     闇  5d．4  
ム  52．D  55．5  50＿7  1525  

枝   肉   8C〉   80  78   80   80  

82   80   78   肩  80   80  

背  腰   82   78   78   78   79   

碍  腹  80   80   7d   88   79  

点   腱   78   78   78   80   79   

転  ‘肉ゐ品質   82   80   82   78   81  

脂肪の品質   84   84   82   82   85   

試 験 豚 建 内 戚 績  

1日平均  l  ト脂肪屑の厚さ  
項  目   増体重   飼料一筆来賓  背腰長   

平均‘（背）   

成績の平均  d55ダ   5．58  d7加  178亡戎  52．5％  乏＿2く¶  

判  定  ’C   C   e   C   b   a   C   

得   点  ●    d l  口  5  4  1D  55点   

ー41－   


